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『哲学者テレーズ』におけるリベルタン版画
関 谷 一 彦
１．はじめに
ジャン＝ピエール・デュボスト（Jean-Pierre Dubost）はプレイヤッド版『十
八世紀のリベルタン小説家たち』の「リベルタン版画に関する解説」の中で、
１８世紀のリベルタン版画の起源を遡れば古代ギリシア、ローマに辿り着くが、
イタリアルネッサンスの強い影響のもとで生まれたと指摘している１）。デュボ
ストはまた、１６世紀の版画のコピーが１８世紀まで「アレティーノの姿態」の名
前でイタリアやヨーロッパの本屋で売られていたとも述べているが２）、このこ
とはディドロの『ラモーの甥』に見られる記述が裏付けている３）。ではこうし
た歴史をもつリベルタン版画がなぜ１８世紀に開花したのだろうか？ 元の版画
を知らなくなったことが自由な版画を作らせたとデュボストはその一因をあげ
ているが４）、それだけではないだろう。というのも、１８世紀フランスでは好色
本が密かに流通し、時代が下るとともにその量も増え、リベルタン版画はこう
した好色本の挿絵としてその伝播と結びつきながら読者を獲得し、フランス社
１）Jean-Pierre Dubost,《Notice sur les gravures libertines》in Romanciers libertins
du XVIII e siècle, t. I, Pléiade,２０００, p. LXVII.
２）Ibid., p. LXXII.
３）Cf. Diderot, Œuvres complètes, t. XII, Hermann,１９８９, p.１２０；（邦訳）ディドロ
『ラモーの甥』、岩波文庫、１９８２、p.６６．
４）Jean-Pierre Dubost, op.cit., p. LXXIV.
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会に浸透していったと考えられるからだ。しかしながら、こうしたことを裏付
ける１８世紀の版画研究は決して進んでいるとは言えない。デュボストも述べて
いるように、２０世紀初頭まではリベルタン版画は研究に値しない猥褻な版画で
しかなかったからだ。１８世紀の版画研究は、フィリップ・スチュワート
（Philip Stewart）やアラン・ギィエルム（Alain Guillerm）のものがあるが、
それはリベルタン版画を直接扱ったものではないし、リベルタン版画について
は、デュボスト以外にジャン・マリー・グルモ（Jean M. Goulemot）の研究
はあるもののまだまだ緒に就いたばかりの研究領域である５）。１８世紀の版画に
は、好色本の挿絵として使われていたもの、あるいは版画として独立している
ものがあり、前者には物語と関連のあるもの、あるいは何の関連もないものが
ある。
本論では１８世紀のリベルタン小説でもっとも挿絵が多いと言われる『哲学者
テレーズ』（以下『テレーズ』と略す）の版画を取り上げて、『テレーズ』の挿
絵に見られる特徴、そしてリベルタン版画がどのような役割を果たしたのか、
またリベルタン版画がもつ意味を考えてみたい。１８世紀を通してよく読まれた
この作品は、挿絵の豊富さ、質の高さなど挿絵が読者に果たした役割は小さく
ないと考えられる。そこで『テレーズ』の諸版に見られる挿絵に焦点を当てて、
物語との関連、挿絵の特徴や役割などから当時の社会に与えた意味を考えてみ
たい。まず、その基本になるのはフランス国立図書館にある発禁本（Enfer）
４０２の挿絵である。これまで『テレーズ』の初版本の一つと考えられていたも
５）スチュワートの研究としては、Philip Stewart, Engraven Desire Eros, Image &
Text in the French Eighteenth Century, Duke University Press, Durbam and
London, １９９２、ギィエルムのものとしては、Alain Guillerm, 《Le système de
l’iconographie galante》, Dix-huitème siècle, no１２,１９８０がある。前者はフランス１８
世紀全体の版画を、後者は「艶雅版画」（gravures galantes）を取り扱っている。
またグルモの研究としては、Jean M. Goulemot, 《Des mots et des images :
l’illustation du livre pornographique, Le cas de Thérèse philosophe》, Revue de
la Bibliothèque nationale de France, no ７, ２００１や Ces livres qu’on ne lit que
d’une main, Lecture et lecteurs de livres pornographiques au XVIII e siècle,
Editions Alinea,１９９１などがあげられる。
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のだが、フランソワ・ムロー（François Moureau）が初版本は Enfer４０３で
はないかという仮説を提起した６）。しかし、４０３には挿絵がないので、挿絵が
ある版の最も古いものの一つが４０２である。したがって挿絵があるオリジナル
版の一つが４０２であり、これ以降の版は多かれ少なかれ４０２を踏襲している。そ
こで、まずは４０２の挿絵がどのようなものなのか見てみることから始めること
にしよう。
２．Enfer ４０２における挿絵
Enfer４０２の冒頭では、「この作品には１６枚の版画が含まれている」という説
明が書かれている。まずはその１６枚の挿絵の説明を見てみよう。
第一部
１．口絵または扉の版画。人間は趣味によって逸楽を好み、理性によって
哲学を愛する。
２．テレーズが九歳の時に同い年の男の子や女の子とともに屋根裏部屋で
遊んでいる。早熟な気質の影響。
３．好色なディラグ神父は告解者を鞭で打つ。
４．彼は聖フランソワの紐の特性を享楽する。
５．T神父が愛人の C夫人を前戯で楽しませる。
６．徴税請負人がテレーズを犯そうとしている。
第二部
７．ルフォールが高等法院院長…氏にマノンを紹介する。彼はマノンの性
６）ムローによると、初版本はリエージュで印刷されたものでそれが Enfer４０３であり、
その後にパリ版が作られ、それが Enfer４０２である可能性が高いということである。
詳細は、Thérèse philosophe, par François Moureau, Publications de l’Université
de Saint-Etienne, ２０００, pp.１３―１４、および拙論「１８世紀フランスのリベルタン小
説：『哲学者テレーズ』」、『言語と文化』、関西学院大学 言語教育研究センター、
pp.１２７―１２９を参照のこと。
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的魅力部分を見つめる。
８．アメリカ人の奇妙な空想。彼は淫欲を満たすために愛人の恥毛の一部
を切らせる。
９．愛人のしぼんだ精力を回復させるための奇妙な姿態。音楽の奇妙な効
果。
１０．ボワ＝ロリエは変態男のもとに送られる。彼女は裸で男の前を走り、
男は手に鞭を持って追いかける。
１１．年寄りの医者がボワ＝ロリエに鞭で叩かせ、彼女の仲間の助けを受け
る。生殖のための一番の薬。
１２．放蕩で衰弱した宮廷人のための強壮剤。それは、下僕の性行為を見る
ことによって受ける快楽である。
１３．ボワ＝ロリエと乱交パーティを開く三人のカプチン僧。
１４．自然に反する趣味を好む男に対するボワ＝ロリエの侮辱。
１５．テレーズは彼女の愛人である伯爵に無条件降伏をする。
１６．マルスとビーナスは密通者としてウルカヌスによって不意を突かれる。
ところが、実際には７番目の挿絵は欠落しており、また挿絵１５番と１６番は１６
番の後に１５番がきていて順番が逆になっている。デュボストによると、『テレー
ズ』の版画を集めた最良のものがアルス・エロチカ（Ars erotica）であり、『テ
レーズ』を収めたプレイヤッド版では、Enfer４０２に欠けている７番目の挿絵
をアルス・エロチカに収められているもので補っているとのことである７）。そ
のために Enfer４０２では各版画の右上に番号が振られているが、プレイヤッド
版に収められている７番目には右肩上の番号がない。また、プレイヤッド版に
は第二部の口絵も同様に補われている８）。さらに、挿絵１５番と１６番の逆転も、
プレイヤッド版は修正を施し、１６番が前にきている。そのほか細かいことであ
るが、Enfer４０２で振られている各版画の右上の番号は、プレイヤッド版では
７）Romanciers libertins du XVIII e siècle, op.cit., p.１２９９.
８）Ibid., p.９７１.
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口絵と挿絵４番の番号がない。また挿絵１０番の番号は天地逆になっている。こ
れらの点は誰がどのような目的でつけたのかもわからないし、単なるつけ忘れ
やつけ誤りとも考えられるが、一貫性や統一性がないことにはやはり慎重にな
るべきであろう。というのも、謎の多い『テレーズ』の出版経緯など、謎を解
きほぐす手掛かりを含んでいるかもしれないからである。
こうした挿絵の欠落や異同は『テレーズ』においては決して珍しいことでは
ない。グルモによると、Enfer４０２と同じ版は、現在フランス国立図書館にあ
るもの以外に収集家のところに二つあるそうだが、挿絵の置かれているページ
は物語の順番に従っておらず、三つのものがそれぞれ異なった一つないし二つ
の挿絵の欠落があるとのことである９）。こうした事態からわかるのは、テクス
トと挿絵は独立したもので、製本屋は作者の意図とは関係なく独自に製本して
販売していたものと思われる。またグルモの言うように、版画がテクストとは
別に売られていた可能性もある１０）。
さて、それでは４０２の版画の質はどうであろうか？ 一言で言うと全体的に
後の版画と比べると素朴で、素人目にも洗練されているとは言い難い。『愛、
女性、結婚に関する作品および滑稽な、パンタグリュエルのような、糞便的、
風刺的図書の文献目録、またルモニエによって質を高められて世に出された完
全修正版』の作者であるジュール・レオポール・ゲー（Jules Léopold Gay）
は６番目の挿絵だけを賞賛し、あとはぱっとしない、どちらかというとひどい
できだとのべている１１）。ではその他の版の挿絵はどうなっているのであろう
か。
９）Jean M. Goulemot,《Des mots et des images: l ’i l lustation du livre
pornographique, Le cas de Thérèse philosophe》, op.cit., p.３０.
１０）Ibid.
１１）Jules Léopold Gay, Bibliographie des ouvrages relatifs à l’amour, aux femmes et
au mariage et des livres facétieux, pantagruéliques, scatologiques, satyriques,
etc. par M. le C. d’I***, entièrement refondue, augmentée et mise à jour par J.
Lemonnyer, Lille, Stéphane Becour,１８９９, p.１２１２.
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３．その他の版の挿絵
ここではすべてを網羅することはできないが、筆者がフランス国立図書館と
リヨン市立図書館で目にすることができた他の版について概観してみたい。
まずムローが初版本とする Enfer４０３であるが、挿絵はない。
Enfer４０４の印刷はテクスト、挿絵とも美しい。また、この版はジャック・
デュプリロ（Jacques Duprilot）の解題を付して、スラトキン社（Slatkine）
から出版されている１２）。さらにその挿絵のいくつかはプレイヤッド版にも収録
されている。この版に出版年は書かれていないが、デュプリロは出版年を１７８０
年頃と推定している。彼が１７８０年頃の出版とする根拠は、挿絵Mのクレオパ
トラ風の髪型が１７５５年以降のものであること、また挿絵 Yの子供の大きな帽
子は１７７８―１７７９年以前のものであることに拠る。それに対してムロ―は挿絵に
描かれている人物の衣装から１７７０年頃と推測している１３）。デュボストはプレイ
ヤッド版の挿絵についての注解の中で、コーアン（Henri Cohen）によると
Enfer４０４の挿絵の作者はデルクロッシュ（Delcroche）であり、挿絵 Xと Y
に見られる衣装から１７７０年代または１７８０年代の版であると述べている１４）。研究
者によって若干の年代の違いが見られるが、その論拠は挿絵に描かれている衣
装であり、挿絵には性行為を見せるだけではなく、当時のさまざまな情報が描
き込まれていることがわかる。挿絵数は口絵を含めて第一部１０枚、第二部１６枚
で合わせて２６枚ある。第二部の挿絵数が多いのは Enfer４０２と同様に性的行為
の場面数が多いことに拠ると考えられる。また、挿絵 Uを除くすべてが性的
場面の挿絵であり、その多くには性器が描かれている。
１２）Thérèse philosophe, Fac-similé de l’édition de Paris (?), vers 1780, Avec une
introduction de Jacques Duprilot, Editions Slatkine,１９８０.
１３）Moureau, op.cit., p.９.
１４）Romanciers libertins du XVIII e siècle, p.１２９９.
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挿絵 Y，Enfer ４０４，BnF 挿絵 X，Enfer ４０４，BnF
挿絵M，Enfer ４０４，BnF
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Enfer４０５については、フォントなどからオランダ版とはっきりわかるとム
ローは言っていて、また１７６０年ごろに出版されたと推測しているがその根拠は
明らかでない１５）。折り込みの挿絵が５枚挿入されているが、その挿絵はあまり
上質とは言えない。
Enfer４０６と４０７は Londres, １７８５となっていて、Enfer４０６が第一部、Enfer
４０７が第二部で、４０６には口絵と９枚の挿絵、４０７には１１枚の挿絵が含まれてい
る。「これまでのものより挿絵数がはるかに多い新版」（Nouvelle édition,
augmentée d’un plus grand nombre de figures que toutes les précédentes）
と書かれているが、この版が一番挿絵の数が多いわけではない。１７８３年のロン
ドン版は挿絵が口絵を含み４０枚あるので間違いだと、ゲーは文献目録で指摘し
ている１６）。コーアンによると、挿絵はボレル（Antoine Borel）作で、版画は
エリュアン（Elluin）によるものであり、「きわめて入念かつ上質」と彼は絶
賛している１７）。確かに版画はこれまでのものに比べてもっとも素晴らしい。ム
ローもロトリーも自らの注釈版には Enfer４０６と４０７の挿絵を用いている。ま
た、Enfer４０７の最後には《Jouissance》という詩が含まれている。
関西学院大学図書館が所蔵しているのも、１７８５年という出版年が入ってお
り、通常カザン版（format Cazin）と呼ばれるもので、４０６と４０７が一冊になっ
たものである。Enfer４０６と４０７は１２折であるのに対して、関学図書館所蔵のも
の（以下関学カザンと呼ぶ）は１８折の袖珍本で、挿絵はいくつかの異同がある。
まず、関学カザンでは第一部の３番目（口絵を含んで数えている）、第二部の
９番目と１０番目の挿絵が欠けている。それに対し、４０７には存在しない一葉が
含まれている。その挿絵に関してコーアンは、「複製版にはカザン版と完全に
異なっているものがあり、それは第二部でテレーズ、彼女の仲間、宮廷人、小
１５）Moureau, op.cit., p.９.
１６）Jules Léopold Gay, op.cit., p.１２１３．
１７）Henri Cohen, Guide de l’amateur de livres à gravures du XVIII e siècle, ６e
édition, Paris, １９１２, p.７３５. ボレルについては田中雅志「アントワーヌ・ボレル
（１７４３―１８１０）」『ユリイカ 総特集 禁断のエロティシズム』、Vol.２４―１３、１９９２、pp.
５７―６５を参照のこと。
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間使いが描かれている場面で、仕上がりは良くない」１８）と書いている。しかし
ながら関学カザンに含まれているその挿絵を見る限り、他の挿絵と同様に美し
く、明らかにコーアンとエリュアンの手になるものであることがわかる。そも
そもコーアンはこの挿絵には４人の人物が描かれているような書き方をしてい
るが、実際は３人だけで、ソファーで足を広げているのはボワ＝ロリエ夫人で
テレーズは描かれていないし、男は物語から宮廷人ではなくアメリカ人で、小
間使いにボワ＝ロリエ夫人の恥毛を切らせている場面である。こうしたコーア
ンの記述は彼が本当にこの一葉を見たのかどうか疑わせ、少なくとも『テレー
ズ』に関しては「美術品収集家のための案内書」と銘打ったこの書の信頼を損
ねている。
関学カザンの挿絵は仕上がりにおいては Enfer４０６と４０７と何ら変わらない。
むしろ Enfer４０６にはあるが関学カザンにはない挿絵の３番目「好色なディラ
１８）Cohen, ibid.
関学カザン
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グ神父は告解者を鞭で打つ」は、エラディス嬢の表情の描き方が他の挿絵と異
なり、また同じ場面を二つの挿絵として用いている不自然さから後から挿入さ
れた可能性がある。ただし、関学カザンの第二部で欠けている２枚の挿絵につ
いてはボレルとエリュアンの作だと思われるので、なぜ欠落しているのかはわ
からない。
また関学カザンの挿絵には Enfer４０６と４０７に見られる挿絵の説明がない。
４０６と４０７の説明文は４０２を踏襲していてほぼ同じ内容になっているが、その違
いを取り出すと以下のようになる。
Enfer４０２にはなく４０６・４０７にある挿絵の説明（説明の前の各番号はムロー
版 p.１５３を踏襲している）：
挿絵３，Enfer ４０６，BnF
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第一部（Enfer４０６）
４．彼はいわゆる聖フランソワの紐を取り出す。
６．テレーズは肉体的快楽を機械的に手に入れる。
７．テレーズは女性を示す部分を濡らすことで幸福な発見をする。
９．T神父は C夫人に今度は快楽をお返しする。
第二部（Enfer４０７）
１２．愛人のしぼんだ精力を回復させるための奇妙な姿態
１７．（二人の修道士を引き離すために駆け付けた）デュピュイはこの聖フ
ランソワの二人の弟子の恥ずかしい部分にバケツの水を掛けてやっと
二人を分けることができた。
１８．各人が私の女の衣装を身につける：少しずつ私は服を脱がされ、カプ
チン会修道士のマントだけになる。
２０．テレーズは伯爵を前戯の快楽で楽しませる。
ただし、１２．「愛人のしぼんだ精力を回復させるための奇妙な姿態」は４０２の
９．「愛人のしぼんだ精力を回復させるための奇妙な姿態。音楽の奇妙な効果」
と下線部が省略されているだけである。また、Enfer４０２の８番と１６番は４０７に
はない。こうした比較からわかるのは、Enfer４０２の挿絵説明の多くが４０６と４０７
にそのまま踏襲されながら一部追加されており、４０６と４０７の挿絵の着想はその
多くを４０２に負っているということである。
Enfer４０８と４０９は第一部と第二部に相当し、第二部は「ボワ＝ロリエ夫人の
物語」で始まっている。４０８には LONDRES, １７９６と書かれている。ここにも
「これまでのものより挿絵数がはるかに多い新版」と書かれているが、挿絵数
は５枚と口絵のみである。４０９の表紙には「数多くの挿絵」（un plus grand
nombre de Figures）と書かれているが挿絵はない。４０８の挿絵５枚のうち３
枚が４０６と同じもの、２枚がそれ以外のものである。また、４０９の最後には
《Jouissance》、《Poulardeé》の二つの詩が挿入されている。《Jouissance》は
後で述べるリヨン市立図書館にあるものと Enfer４０７で見たものと同じであ
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り、《Poulardeé》の最後には署名があり Par M. REB...となっている。ムロー
によれば、４０８の挿絵は Enfer４０６の増刷であるとのことだが１９）、４０６以外の挿
絵が含まれていることから単なる増刷ではない。ただし、挿絵が消耗している
こと、リヨン版も同じで挿絵がないことを考慮すると、カザン版から多くの粗
悪な複製版が刷られた可能性が高い。
Enfer４１０は第２巻だけであり、挿絵はない。この第２巻は T神父の宗教批
判の箇所から始まっていて、最後に《Jouissance》の詩が含まれている。
Enfer４０８、４０９、４１０の装丁は赤、白、緑の波線状の模様で描かれていて、
４１０は４０９に比べてやや大きいもののこれらは見掛けで類似がある。しかし改
行、virguleの有無など異なるところも多い。
Enfer１５８４の第一部は１３＋１（口絵）第二部は１６＋１（口絵）で構成されて
いる。出版年は、最初のページでは Thérèse philosophe lère partie avec
figures, Londres,１７８３と書かれているが、次のページはM. D. CC. LXXXII
となっていて１７８２年になっている。挿絵の質は非常に悪く、鮮明でないものも
多い。挿絵は後から挿んだのか、紙質も異なっていて、やや青みがかっている。
Enfer４０６と比較すると、ディラグ神父がエラディスを鞭で打つ場面などは同
じ構図の挿絵であるが、背景は異なる。次頁に見られるようにテレーズがオナ
ニーをする場面は似ているが、構図はかなり異なる。
リヨン市立図書館にも１８世紀に出版されたと思われる『テレーズ』が一冊だ
け所蔵されており、タイトルには《Thérèse Philosophe ou Mémoires pour
servir à l’histoire du P. Dirrag et de Mlle Eradice, Au Bazar,１７９７》と書か
れている２０）。挿絵入りと書いてあるのに挿絵はない。また、最後に
《Jouissance》という詩が添えられている。この点を考慮すると、Enfer４０６・
４０７、４０８・４０９、４１０とリヨンにあるものは同じ系列に属すると言えるだろう。
以上筆者が目にすることができた１８世紀に出版された『テレーズ』の諸版で
あるが、いくつかの版を比較してみると面白いことがわかる。たとえば Enfer
１９）Moureau, op.cit., p.１０.
２０）分類番号は Chomarat A１０５４８。
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４０２、４０４、４０６・４０７の挿絵を比較検討すると、テレーズが子供時代に屋根裏部
屋で遊ぶ挿絵、ディラグ神父がエラディス嬢を鞭で打つ挿絵がこれら三つの版
には共通しているなど、多くの場面が共通している。また、４０２の挿絵に見ら
れるテーマはほぼすべて４０６・４０７にも見られるが、４０４には物語とは関係のな
い挿絵が含まれている。４０４のいくつかの挿絵は、１７８２―１７８３のいわゆるロンド
ン版にそのままあるいはバリアントとして再録されていて、版画の質が著しく
向上している２２）。
こうした版画の原点になっているのはやはり Enfer４０２で、すでに見たよう
に後に刷られた挿絵も同じテーマを多く含んでいることから４０２を参考にした
と考えられる。４０２の特徴は物語に忠実にそった挿絵であることだろう。ただ
し、１６番目だけがギリシア神話のゼウスとヘラ（Jupiter et Olympias）をテー
２１）Enfer４０６・４０７の挿絵で関学カザンと同じものは関学カザンで置き換えた。
２２）Dubost, op.cit., p.１３００.
挿絵６，Enfer ４０６（関学カザン）２１） Enfer １５８４，BnF
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挿絵３，Enfer ４０２，BnF 挿絵 A，Enfer ４０４，BnF
挿絵４，Enfer ４０６（関学カザン）
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マにしたもので物語に直接対応していない２３）。４０２が後の版画に大きな影響を
及ぼしていることから、『テレーズ』の挿絵は４０２を中心に考えなければならな
い。１７７３年のグラスゴー版、１７７４年のパリ版も４０２を参考にしている２４）。しか
しながら、版画の美しさは何と言っても Enfer４０６・４０７であろう。カザン版
と呼ばれる１７８５年のものは、先にも述べたように、署名はないが当時もっとも
素晴らしい版画を作ったボレルとエリュアンの作であることがわかっている。
『カルトゥジオ会修道院の門番の物語』の１７８７―１７８６年カザン版に二人の作品が
載っていて、デュボストはリベルタンなテクストの挿絵としては最上のものと
して高く評価している２５）。では『テレーズ』の挿絵に見られる諸版に共通した
特徴とはどのようなものであろうか？ 個別の版から『テレーズ』の版画に共
通する特徴を見てみることにしよう。
４．『テレーズ』の挿絵の特徴
まず第一にあげられるのは、テクストと版画との関係であろう。挿絵のオリ
ジナルと考えられる Enfer４０２の１６枚の挿絵のうち、口絵と１６番を除いて、版
画はすべてテクストに沿った挿絵になっている。４０２の構図をほぼ踏襲しなが
ら挿絵数が口絵を含めて２６枚ある４０４の多くが、また４０６と４０７のカザン版はす
べてが物語に沿っている。とりわけ Enfer４０２、４０４、そしてカザン版と比較
するとその特徴がよくわかる。４０２の版画の作者はわからないが、素朴なタッ
チで描かれている。しかし、背景や人物が纏っている衣装もしっかりと描かれ
ていて単に性的場面のみを描いているのではない。人物の描き方はやや不自然
な姿態もある。おそらく作者はテクストに沿った場面を創り出すと同時に性器
を見せようとしたため、不自然な肉体描写をせざるをえなくなったと思われ
２３）デュボストによると、５番目の挿絵も『神々の愛』のイタリア伝統の版画のモチー
フと結びついているとのことであるが、物語から逸脱しているわけではない。Cf.
Dubost, op.cit., p.１３０１.
２４）Ibid., p.１３００.
２５）Ibid., p.１１２２.
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る。４０４は背景や人物の衣装など性行為にかかわらない装飾がしっかりと描き
込まれている。とくに子供の帽子や女性の髪形や衣装などは、年代特定の根拠
を提供している。人物の表情も美しく、姿態も不自然ではない。しかしなんと
いっても人物描写にもっともその巧さを感じさせるのはボレルとエリュアンの
カザン版であろう。人物の姿態、衣装に不自然さはあまり感じられない。それ
は同じ場面を描いた４０２と４０６を比較すれば一目瞭然である。
テクストと版画の違いは、テクストが読者を物語の時間の流れの中に誘い、
語り手あるいは登場人物とともに行動をするかのように導くのに対して、版画
は停止した時間の一場面を読者に見せる点にあるだろう。版画の鑑賞者は、本
来覗くことができない性的行為の現場で、自らを覗きの位置に置くことにな
る。ただし、テクストと版画ではその位置は異なっていて、テクストは物語の
内部に覗きの位置を置くのに対して、版画はあくまでも版画の外部に覗きの位
置があると言える。そういう意味ではテクストと版画は互いに協調し合ってい
挿絵４，Enfer ４０２，BnF 挿絵５，Enfer ４０６（関学カザン）
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るにしても、役割の違いによって自立したものと見なすべきである。
ところで、テクストでは哲学的な議論と性行為の場面が交互に描かれている
のに対し、挿絵では性に関わる場面しか描かれていない。つまり、挿絵はもっ
ぱら性的場面を読者に提示するという目的しかもっていない。また、第一部よ
り第二部の版画数が多いのは、物語の中に性的行為の場面数が多いことが理由
であろうと考えられる。書籍販売業者が何を狙っていたのかは、この挿絵の内
容から自ずと明らかになってくるだろう。というのも、このような挿絵内容が
読者の存在をいかに意識してこの作品が作られたかをよく物語っているから
だ。
それゆえに版画は性器を読者にもっともよく見えるように描かれている。
『テレーズ』に含まれる性に関わる挿絵は、性器を隠さずに、露骨に描かれて
いる。まるで隠そうとする部分こそ隠してはならず、逆に見せなければならな
いかのようだ。また、屹立した男性器は大きくて長く誇張されて描かれている
ものが多い。例えば Enfer４０２の挿絵３（１３８ページ参照）ではエラディス嬢
を犯そうとするディラグ神父の性器はまるで取ってつけたような巨大な一物で
あり、読者の視線はまずこの部分に注がれるだろう。というのも背景は暗く、
版画で白く描き出されているのがディラグ神父の性器とエラディス嬢の剥き出
しになった尻、そして二人の顔だからである。右上に窓が描かれ、そこから光
が入るならこうした光の使い方（白い部分）は不自然である。またディラグ神
父の性器も体の向きから考えるときわめて不自然な描き方だ。あくまでも見せ
ることにこだわった描き方がなされている。挿絵４（１４０ページ参照）は、挿
絵３をズームアップしたような構図だが背景や衣装から同じ作者のものとは思
えない。しかし、ここでもディラグ神父の一物とエラディス嬢の尻は、光が当
たっているかのように白く描かれている。また、ディラグ神父の姿勢と性器の
位置は不自然で、現実的な姿態ではない。この点については、作者の力量もあ
るだろうが、あくまでも読者に見せることを目的として描かれているのがよく
わかる。一方、女性が描かれている多くの挿絵は女性器を見せようとしている。
たとえば Enfer４０２の挿絵８や１４のように、構図の中央近くに女性器を置くこ
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とで、読者の目がまずそこに行く仕掛けである。
Enfer４０４の正確な出版年はわからないが、これまでの研究から１７８０年頃、
つまり初版本から３０年ほど経って出版されている。すでに指摘したように、こ
の版の特徴は室内装飾の背景や人物が身につける衣装がしっかりと描き込まれ
ていることである。こうした特徴は日本の江戸時代の春画にも似ていて面白
い。また、テクストと関係のない挿絵が含まれていること、挿絵 Uのような
性的場面以外のものがあることも４０４の特徴である。こうした点から、読者の
視線は４０２のように性器に焦点化されるのではなく、背景や衣装にも目が行く
ことになる。ではこうした過剰性は何を表わしているのだろうか？ 挿絵が当
時の時代精神を映し出すものとするなら、１７８０年頃の過剰性を映し出してい
る。あくまでも性的場面を見せることを挿絵は目的としながらも、時代のもつ
過剰性を描き出すことも忘れない。４０４はおそらくより豪華な版を求める当時
の読者の心性にも合致していたと思われる。しかしその姿態は４０２に較べると
挿絵８，Enfer ４０２，BnF 挿絵１４，Enfer ４０２，BnF
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はるかに上手く描かれているが不自然なものもある。とりわけ挿絵 X（１３１ペー
ジ参照）に見られるように、女性器の描き方には無理がある。その理由は、す
でに述べたように読者に性器を見せることを目的としているからだろう。しか
し、この挿絵では明暗の付け方、つまり光の使い方は優れている。引かれた
カーテンから差し込む光線を上手く利用しながら、二人の行為を見せている。
しかも背景にはキューピッドの絵が掛けられていて、恋愛の神にも光が降りそ
そいでいる。では『テレーズ』の版画でもっとも評価の高い Enfer４０６と４０７
のカザン版はどうだろうか？
Enfer４０６と４０７は２１枚の挿絵すべてが物語に沿っている。つまり物語から逸
脱せず、その点では過剰さはそぎ落とされている。背景描写は天蓋やカーテン
を別にして直線的な線で描かれ、陰影部分になっている。それに対して人物は
巧みな線で描かれ、写実的で自然である。また、背景とは対照的に人物に光が
当たり、読者の視線が人物に注ぎこまれる仕掛けがなされている。しかし性器
挿絵U，Enfer ４０４，BnF
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だけが誇張されているわけではなく、人物全体に目が行くようにバランスがと
れている。とりわけ人物を描く線はボレルの技術の高さをよく示している。ま
た人物の陰影の付け方やグラデーションも巧みで、読者の視線を惹き付ける。
これらの点から、カザン版は物語に忠実に沿っている版画とはいえ、もっとも
自立性が高く芸術的な価値がある。それゆえにカザン版が収集家の垂涎の的に
なっているのもよくわかる。
またこれら三つの版を比較してみると、Enfer４０２の挿絵１１、１３（１４５ページ
を参照）、１４（１４２ページを参照）のように性的場面を覗く人物が描かれている
ものがあり、また４０４では挿絵 A（１３８ページ参照）、R、F、H、Pがそれに当
たる。また人物ではないが、背景に肖像画が描かれていて、その肖像画が覗き
見る構図も多い。４０２の挿絵６番では肖像画が二人の行為を覗き見る眼差しに
なっている。ではこうした覗き見る人物の存在は、何を示しているのだろう
か？ 性的場面を見る人物、あるいは壁に掛かる肖像画は、われわれ読者と同
様に覗く位置にある。性的行為の場面だけが描かれている場合、われわれ読者
は自分が覗く位置にいることを通常意識せずに場面を見るに違いない。しか
し、挿絵に描かれた覗き見る人物によって、われわれは自分が覗き見ているこ
とを意識させられる。そういう意味では、これらの人物たちはわれわれに覗い
ていることを知らせる役割を果たしている。とくに額縁に囲まれた肖像画はわ
れわれ読者を映し出す鏡の働きをしているとも言える。また挿絵６のように屹
立する男性器とあからさまに見せられた女性の胸や性器は読者の覗く欲望に答
えようとしているかのようだ。ここでも一貫しているのは見せようという意志
だ。隠さない、隠すべきではない、すべてを明らかにしようという意志、覗き
こむ者に答えようという意志が読み取れる。では『テレーズ』の挿絵は当時の
読者にどのような働きをしたのだろうか？ リベルタン挿絵が果たした役割と
はどういうものだろうか？
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挿絵１１，Enfer ４０２，BnF 挿絵１３，Enfer ４０２，BnF
挿絵 R，Enfer ４０４，BnF 挿絵 F，Enfer ４０４，BnF
【L：】Server／関西学院大学／外国語外国文化研究XV／関谷一彦 ５ 校
145
挿絵H，Enfer ４０４，BnF 挿絵 P，Enfer ４０４，BnF
挿絵６，Enfer ４０２，BnF
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５．リベルタン版画の役割
リベルタン版画（estampes libertinesあるいは estampes libres）はギャラ
ントな版画（estampes galantes）と区別しなければならない。「ギャラント
な版画」は「艶雅版画」と訳せるもので、性的場面が通常隠喩や象徴で表わさ
れるために、暗示的で、抑制が効いていて、慎ましい。たとえば、瓶の首で男
性器を、こぼれる水や液体で時を忘れた情事を、瓶やワインで感覚の乱れを、
たらいやスポンジで許されない愛に身を委ねる女性の性行為を、犬や猫はしば
しば愛人を、また犬や猫の尻尾は男性器を暗示するというコードが存在し
た２６）。こうしたコードの解読は現在のわれわれには厄介なものだが、当時の鑑
賞者には明らかな記号であった。しかしながら、リベルタン挿絵においてはこ
うしたコードが欠落し、性的場面が見せようとする意志によって貫かれてい
る。性器は何の恥じらいもなく、読者により見せるような描かれ方をしている。
ではギャラントな絵画や版画とは一線を画するリベルタン版画が生まれたのは
どうしてなのだろうか？
まず注目すべきは、リベルタン小説の挿絵はギャラントな絵画や版画とは
違って非合法な出版物であるということだ。リベルタン小説の定義は曖昧であ
るが、それは性欲を掻き立てることのみを目的としたポルノグラフィックな小
説とは違って、『テレーズ』に見られるように性を通してキリスト教、教会を
批判する役割を果たしている。そもそも「リベルタン」は１７世紀においては既
成のキリスト教信仰に反逆した人たちに向けられた用語であり、おまけに１８世
紀の時代が進むにつれてこうした批判は強化され、リベルタン小説の数も増え
ていく。それゆえにリベルタン小説は「リベルタン」という語がもつ歴史的な
概念形成において、本来的に反逆的であり、教会権力や国王権力に批判的な思
想を含む非合法な作品と定義すべきである。こうしたことを踏まえたうえで、
リベルタン文学がポルノグラフィックな小説への道を開いた役割を認めなけれ
２６）Guillerm, op.cit., pp.１８９―１９３.
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ばならない。とりわけリベルタン版画は１９世紀に始まる性を消費するという意
味での現代的ポルノグラフィーへの道を準備したと考えられる。というのも、
リベルタン版画が描き出す隠されない性器、剥き出しの現実、鑑賞者の欲望を
掻き立てようとする意志は、ポルノグラフィーがその後継承する側面であるか
らだ。ポルノグラフィーはリベルタン版画がもつ批判的側面には関心を示さ
ず、性的側面だけを取り出して発展させたものだと言えるだろう。ではリベル
タン版画においてこうした批判はなぜ性と結びついたのだろうか？
キリスト教のモラルでは性は生殖のためにあり、快楽のためであってはなら
ない。フランス１８世紀においても当然のことながら性は秘められたものであ
り、公然と大声で話すべきものではなく、それを逸脱すれば品位がないと見な
された２７）。とは言っても性行為は誰もが行う日常的な行為であり、決して特殊
な行為ではない。また性行為は快楽を伴うものであり、こうしたキリスト教の
教えと現実認識との乖離が批判と性との結びつきの背景にあったのではないか
と考えられる。最近の『テレーズ』研究から、宗教批判に関してはデュマルセ
（César Chesneau Du Marsais）の『宗教の検討あるいは誠実な説明が求めら
れる宗教についての疑問』（Examen de la religion ou Doutes sur la religion
dont on cherche l’éclaircissement de bonne foi）から多くの考えが引用され
ていることがわかっているが、キリスト教が疑問に付される中で性が快楽の肯
定に果たした役割は大きいと思われる。なぜならば、性的快楽はあの世の幸福
からこの世の快楽へと視点を移動させる大きな力を担っているからだ。肉体的
快楽は現実のものであり、今が問題となり、実感できるものであって、キリス
ト教が説く観念的なあの世の幸福とは相容れない。即物的で現実的な肉体的快
楽の肯定は、当然のことながらあの世からこの世へと関心を導くことになる。
また、肉体的快楽は唯物論哲学とも結びつくことになる。快楽について考える
とき、肉体が引き起こす原因と結果という思考は唯物論的な思考を導くから
２７）この点についてはディドロの『運命論者ジャックとその主人』に出てくる猥褻賛美
のくだりが当時の意識をよく表わしている（Diderot, Œuvres complètes, t. XXIII,
Hermann,１９８１. pp.２３０―２３１）。
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だ。『テレーズ』においても、欲望が生じるのは「器官の配置、線維の配列、
体液の何らかの運動」が原因であると唯物論哲学によって説明がなされてい
る２８）。
こうした経緯はフランス語の「フィジック」（physique）という形容詞の意
味の変遷と結びついている。現代フランス語の physiqueという形容詞は、「物
質の」「自然な」「物理学の」という意味と同時に「身体の」「肉体的な」とい
う意味、さらには「性的な」「官能的な」「肉欲的な」という意味を併せもって
いるが、リシュレの辞書には「物質の」「自然な」「物理学の」という意味しか
見当たらない２９）。「身体の」「肉体的な」「性的な」「官能的な」という意味は後
から加わったものである。レイの辞書によると、physiqueという形容詞は、
まず naturel（自然の：１４８７年）の同義語であるラテン語の physicus から生
まれ、１７世紀に入りmatériel（物質的な：１６５１）という意味が付け加わる３０）。
またmoral（精神的な）、métaphysique（形而上の）に対立して、réel（現実
の）、effectif（実際的な）という意味をもつようになる（１６９４）。語義が大き
く広がるのが１８世紀に入ってからであり、人間の肉体について用いられるよう
になり、「肉体的な」から性的な意味を含む「肉欲的な」、さらには「性愛」
（amour physique）へと拡大していく。こうした意味の変遷は、physiquement
という副詞にも見られ、１８世紀の終わりに形容詞と同様に他の意味に拡大して
いく３１）。
このように「自然のことに関する学問」（Dictionnaire de Richelet）という
「フィジック」の定義に、「精神的な」あるいは「形而上の」という意味に対立
する概念として「現実の」「実際的な」という意味が加わり、さらには「肉体
２８）Thérèse philosophe, par Florence Lotterie, Flammarion,２００７, p.８６.
２９）Pierre Richelet, Dictionnaire de la langue française, Les Frères Duplain, Lyon,
１７５９.
３０）Alain Rey, Dictionnaire historique de la langue française, Le Robert,１９９２.
３１）『テレーズ』にも見られる antiphysique（自然に反する）という語が同性愛者とい
う意味で使われるようになったのも１７４１年であるから、『テレーズ』が世に出る７
年前でアクチュアルな用語ということになる。
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的な」あるいは「性的な」という意味が含意されるようになった経緯に、あの
世からこの世への視点の移行そして１８世紀の唯物論哲学と性の結びつきが読み
取れ、１８世紀の意識変化にリベルタン小説やリベルタン版画が果たした役割が
無視できないように思われる３２）。
６．終わりに
いったい性と現実批判との間には何らかの必然性があるのだろうか？ これ
はなかなか興味深い、大きな問題である。歴史的には、性は隠すべきものであ
り、日常の世界に堂々と顔を出すべきものではなく、大声で語るべきものでも
なかった。性についての意識は変化したとはいえ、今でも人前で語ることには
躊躇いがあり、露骨な表現は人の羞恥心を傷つけ、品のないこととされる。人
間社会の日常が、理性、労働、論理、秩序、言語の世界であるとすれば、性の
世界は非日常であり、欲望、祭り、非論理、無秩序、沈黙の世界に属するだろ
う。それはまた人間がもつ動物性、暴力性をもっともよく表わしているとも言
える。こうした性がもつ諸要素を考慮すると、１８世紀フランス社会でリベルタ
ン版画の果たした役割が見えてくる。つまり、リベルタン版画はあの世という
観念からこの世の現実へ視点を移動させることで、当時の社会批判を生み出し
たという役割である。現実に注目することで、不公平や不平等に対する怒りを
生み出し、教会や宮廷が批判の対象となったが、面白いことにその批判の武器
もまた性であった。革命前の誹謗文書に見られるように、ルイ１５世、デュ・バ
リ夫人、マリー・アントワネットなどの放埓な性を描くことによって攻撃した
のである。こうした点から、性が１８世紀フランスの現実批判に密接に結びつき、
革命前の混沌とした状況を創り出すことに寄与したと言えるのではないか。現
実批判を導いた１８世紀のリベルタン版画に見られる性の役割は、現在ではむし
ろ批判の道具に変わってしまった感がある。性と現実批判の結びつきが必然的
３２）拙論「１８世紀フランスのエロティックな版画と日本の春画」『外国語外国文化研究』
XIII、関西学院大学法学部外国語研究室、２００４、p.１７１を参照のこと。
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であるかどうかはともかくとして、マスコミが相変わらず性にまつわるスキャ
ンダルを追い求めて、批判の道具として利用している現実が現在の性の役割を
よく物語っている。
追記
本研究は、「１８世紀フランスのリベルタン文学と版画の研究」を研究課題と
して、日本学術振興会科研費平成１９―２２年度の助成を受けて行われたものであ
る。
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